	実施要領

実技課題「薄板TIG溶接によるステンレス圧力容器の製作」


下記の事項に留意し訓練課題を製作させ、能力評価を行なう。
作業時間

　　標準総時間数　　１５０分

　　打ち切り時間　　２００分
支給材料（すべてSUS304相当品）
　　　t1.5×50×100　 5枚
t1.5×100×100　3枚（一枚は中心にφ20穴加工）
t1.5×70×100　 2枚
水圧試験機接続ソケット　10A×30　1個（各施設の試験機に合うものを用意）
　　
実技課題実施手順

（１）実技課題を配付し、表紙に記載してある時間、配布資料を確認する。

（２）課題概要、仕様、留意事項等を説明し、確認する。

（３）加工作業開始の合図を出す。

（４）溶接作業を開始させる。

（５）溶接順序については、溶接番号②～⑨は受講生の判断に任せるが、溶接番号①はひずみ防止できる冶具等を用いて最初に溶接させる。
（６）溶接終了後に「チェックシート」「評価要領」を配布し、評価を実施させる。

（７）さらに「訓練課題確認シート」を配布し、「チェックシート」の評価をもとに特典を記載させる。
（８）評価終了後は、「チェックシート」「訓練課題確認シート」および製作物を提出させる。
（６）打切り時間で全ての作業を終了とし、そこまでの評価を行う。
※　製作工程途中における検査
　①溶接前各部材の加工後、②溶接作業後、③水張り漏れ検査後において作業が終了した時点で、指導員に確認を受けさせること。その後、別添のチェックシートを用いて訓練生自身に測定評価を行なわせる。また、指導員はチェックシートに記入したことを確認したら次の工程に移行させる。
その他
　　（１）支給材料が規程の寸法範囲内のものか確認させること。寸法が違っているものや著しい損傷が見られるものは事前に確認し、交換又は採点時に考慮する。
　　（２）標準時間を超過した場合は減点となる。また作業が終了していなくても打ち切り時間で提出させ、そこまでの採点とする。ただし、その後フォローアップ等で製品の完成まで行なう。

　　（３）休憩時間は通常の訓練時間割とし、作業を一時中断させる。

　　（４）課題提出後の追加工は認めない。

　　（５）水が漏れている段階での水圧試験は認めない。
　　（６）全ての作業が終了した者から実技課題表紙に記してある提出物を受け取る。

　　（７）課題図はA4で配布する。（縮尺の関係）
　　（８）機器の取り扱い、安全作業に関しては作業中に指導員がチェックする。不適切、不安全なものがあればその場で注意し改善させる。

指導員チェックシート
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①～③の欄には時刻を記入する。備考の欄には、「使用機器の取り扱い等及び安全作業の不適切な作業・行為についての具体例」の番号を記入する。
